きいちご 

という けれども、 木 莓ー株 を 見つけ 出して さえ、 十一 

人の 眼の 色が 変る くらいで すから、 その 腹の 応え は 思 

いやら るるので す。 

「川岸まで 戻って みょう か」 

さんたん かお 

眼 を 見合せ て 惨澹た る 面の 色。 

「それ はよ せ、 さいぜん 鉄砲の 音が 聞え た。 拙者の 考 

えで は、 これ をず つと 向う へ 横に 切って、 紀 州の 日 高 

郡 をめ ざすが 無事 だ と 思 う 」 

みちの リ 

「道程 は …… 」 

「風屋 I 小 森 I 平 松 I 三本 磯と 行って、 紀州日 

高 郡の 竜神へ 凡そ 十三 里」 



「その 間の 兵粮 は .：：• 」 

「さあ、 それが …… 」 

一 同 は 口 を 噤んで 足が 動かない。 

たなび 

「おのおの 方、 あれ を 見られよ、 煙が 棚引いて いる」 

沈んだ 声で 後ろから 言い出し たの は、 あの 時 以来、 

何 をして いたか、 ともかく ここまで 傷 一 つ 受けずに 来 

た 机 竜 之 助でした。 

すいび かん いちまつ 

翠微の 間に 一 抹の 煙が ある —— 煙の 下に はきつ と 火 

が ある、 火の 近いと ころに は 人が あるべき ものに き 

ま つて > ま ^9 

「なるほど、 煙が 立つ、 拙者が 様子 を 見て 来よう」 



きりじに いた 

殿 は あわれ 斬 死 じ や。 悼まし いこと では あるが、 その 

働きぶ リは、 さながら 鬼神の すがたであった」 

「その 日の 夕暮、 またも 行 手に 大敵が 現われて、 松 本 

まきお かう じ たく 

総裁 は牧岡 氏と 池 氏と に 後 を 托して、 中 山 卿 を 守りて 

長 州へ 落ちよ と 申し 含めて、 自身 は 大敵の 中で 見事な 

きりじに 

切 死」 

「さてさて、 天命 是非 もな し、 我々 こうして 永ら えて 

いる も、 1 に 中 山 卿の 安否が 知りたい ため」 

「それ も、 どうやら 望みが 絶えた わい —— 」 

このな かで は 最も 重い、 組の 監察 をして いた 酒 井 賢 

ニ郎が 言い出で た 一 語 は 沈痛に 響きました。 それ は 絶 



輩 や 同志の 名 を 汚す は - J の 上 もな き 不本意、 ここらで 

落着いて、 武士ら しい 最期 を 遂げよう ではない か」 

もっと 

「尤も …… 」 

一同 は 更に 異存がない、 異存ら しい 面色 もない。 死 

まさ 

すべきと ころに 死ななければ、 死せ ざるに 勝る 恥が あ 

ると いう ことの 分別 はいずれ も 人後に 落ちない もので 

あつたから、 彼等 は 死 を 争おうと も、 それに 異議 を唱 

うる ものが 一 人 も あるべき はずがない。 一 座が 無言に 

お い さぎ よ 

して 沈黙の 重きに 圧された の は 潔 き 同意の 表白で 

あつたから、 言い出した 酒 井 賢 ニ郎も 満足して、 

力た じけ し 

「御 同意で 忝 ない。 ただし、 これ は 強いて は 申さぬ 



水 野 善 之 助と いうの がこう 申し出でる。 自然 これが 

一 同の 意志 を 遺憾な く 代表した ことにな つた 時に、 

「拙者 一 人 だけ は I 」 

かみそり 

ヒャリ と 剃刀で 撫でた ような 言葉。 それ はさき ほど 

から 隅の 方に 黙々 としていた 机 竜 之 助の 声でした から、 

一 同の 眼 先 は箭を 合せた ように 竜 之 助の 面に 注ぐ と、 

こうむ 

「切腹 は 御免 を 蒙 る 」 

「何と 言わし やる」 

「拙者 は、 まだ ここで 死にたくない から、 一 人で なり 

とも 生き残って 落ちて みるつ もり じ や」 

「死にたくない？」 



朝廷に 尽す とかと いう こと は、 少しも 竜 之 助の 胸に は 

響かなかった のです。 今、 どこへ 行っても 諸国の 浪士 

が 勤王 佐幕 勤王 佐幕で 騒いで いるの が ばかばかしくて 

たまらな いので ありました。 忠義の ために 腹 を 切る I 

I 楠 正 成が 最期に 似たり と 浪士ら は 血 を 沸かせて いる 

間に、 竜 之 助ば かリ はどうしても そんな 気分に なれな 

いものと 見えます。 

「机 氏」 

酒 井 賢 一 一郎 は 逸る 他の 連中 を 抑え、 

「貴殿 一人 は 死にたくない と言われる、 もとよ リ 強い 

て 死 を 求む る もので はない、 しからば これより 落ちる 



き で ら さ がみ きつ さき 

傾けさせ 給へば、 木 寺 相模、 四 尺 三寸の 太刀の 鋒 

かしこま 

に 敵の 首 を さし 貫いて 宫の 御前に 畏 り …… 」 

木 村 清 太郎は 長い 刀 を 抜いて そこへ 跳り 出で て、 

くわえん けんげき ばんじゃく 

「戈誕 剣戟 を 降らす こと 電光の 如くな リ、 盤石 岩 

をとば す こと 春の 雨に 相 同じ、 然り とはいへ ども 天 

帝の 身に は 近づかで、 修羅 かれが ために 破らる と… 

:•」 

大塔宫 の 昔 をし のぶに はちょう どよ い 土地で ある。 

あの 時分 以来、 この 十 津川郷 に は 南朝 忠臣の 霊気が 

残つ ている はずであります。 



たった 一人。 

「その 方 は 何者 じ や」 

「獵師 でございます、 惣太 という 獵師で ございま すが 、 

ただいま 悪者 を 見つけ ましたから 御 注進 申し上げます、 

や まご や 

ただいま、 私共の 山 小 舎へ 都合 十一 人の 浪人 者が 舞い 

込みました の で) J ざ います」 

「ナ 二、 十 一 人の 浪人？」 

「ええ、 ただいま、 酒 を 呑み、 肉 を 食って 休んで おり 

ます」 

「よく 訴人した、 案内せ よ」 

惣太を 先に 打 立た せ、 やがて その 山 小 舎の あたりへ 



「これ は 何で) ，- ざいます」 

「それ は 火薬で ある、 その 方 は それ を 持って、 なにげ 

なき 体で 小 舎へ 帰れ、 気取られぬ ように、 小 舎 を 締め 

切って 程よ いところ から 火 を 出せ、 その 火 を 合図に 

我々 が 取 囲んで、 一 人 も 残さず 搦め 取る」 

「よろし ゆう ございます、 やって みましょう、 ずい ぶ 

ん あぶない 仕事です が、 な あに、 やって やれない こと 

は ござんすまい」 

しに ものぐ る 

落 武者 は 十一 人と 数が 知れても、 それが 死物 狂いに 

荒れる 時 は 危険の 程度が 測られない、 新 八 郎が惣 太に 

火薬 を 授けた の は、 その 辺の 遠慮から 出た 計画と 見え 



する、 十一 人のう ち、 二人 即死。 面 を 半分 焼け 焦され 

おおや jj ど 

たの、 手の 肉 を もぎ 取られた の、 全身に 大火 傷 をした 

うめ は 

の。 肉が 飛び 血が 流れ、 唸き 苦しんで 這い 廻る 上に 火 

が メラ メラと 燃え 上りました。 

「ソレ 合図 だ」 

遠卷 きにして いた 藤 堂の 討 手 は、 意外に 早く 火が あ 

がった の を 怪しみながら 走せ つける。 

この 場で 即死した 二人の ほか、 焼け 爛れて 歩行の 自 

由 を 失い、 藤 堂の 手で 搦 めら れ たもの が 一 人、 ぁリ合 

► J ち まぎ 

う 俵 ゃ菰を 引つ かぶって 逃げ出し、 折からの 闇に 紛れ 

て 行方 知れず になった ものが 七 人。 



あくるひ 

しかし、 このうち 六 人 は その 翌日、 紀州 方面へ 逃げ 

て 行く ところ を、 紀州 勢の 見廻り に 出会って 山の 中で 

つかま つ てし まいました。 

十一 人のう ち、 十 人まで はこん な ことで 運命が 定 

まった に拘ら ず、 どうな つた かわからない のがた つ 

た 一 人、 それが すなわち 机 竜 之 助で ありました。 



紀 伊の 国、 竜神 村の 温泉 場で 今宵 は 烈しく 犬が 吠え 

ま ^9 



山村と は 言いながら、 客に は 慣れた はずの この 里で、 

こんなに 犬の 吠える の は 珍ら し いこと です。 

時 はもう 秋に 入る ので あるから、 爽 かなる はずで 

あるべき 天候が、 まだなん となく 雲 を 持って、 桶の 底 

のよう な この 土地 を、 ひた ひたと 上から 押してく るよ 

うなので、 湯の 客人 もなん だか、 近いうちに 暴風雨で 

もなければ よいが と 言って いました。 

犬 も、 それ を 心配して 空に 向って 徒らに 吠えて い 

るの かと も 思われます。 

「犬が 吠えて ますな あ」 

「そうで ございます、 よく 吠えます な あ I 



と を 頼む に 相違な い のであります。 

ことに、 東、 鋅尖ケ 岳から、 西、 白馬 ケ 岳まで つづ 

く 「清 姫の 帯」 は、 土地の人に いちばん 怖れら れ てい 

ま ^9 

三年に 一 度 あるか、 五 年に 一 度 あるか、 とにかく、 

「清 姫の 帯」 が 現われる こと はあって も、 この 二つの 山 

まで つづく という こと は 滅多になく、 もし それが あつ 

た 日に は、 土地の人 は 総出で 竜神の 社へ 集まり、 ぉ祓 

ものい おそ 

い をし、 物忌み をし、 重い 謹慎 をして 畏れる。 最初に 

い のち 

それ を 見つけた 人 は、 その 歳のう ちに 生命に かかわる 

災難が あるの だと いう ことで ありました。 



ごま だん 

た。 それが ぉ豊と 同じ 時刻に 水 を 浴びて、 護摩 壇へ 戻 

る 時に、 ちょうど、 この 「清 姫の 帯」 を 見た ので あり 

ま ^9 

竜神の 社が あると ころ は、 ぉ豊 のい る 温泉 場より 

ずっと 高い —— 修験者 は 雲の 起る ところから 終る とこ 

ろ を 仔細に ながめて、 その 雲が いずれへ 流れて いずれ 

で 消える か をまで よく 見て おいて、 それから 眼の 下に 

群がる 竜神の 温泉 場 を 見下ろした のであります。 

日 高 川の 源 が 社の 下を蜒 つて 流れて、 村の 谷間 を 

こはんと き 

かくれて 行く。 小 半時 も 村の 方 を 見下ろし ていたが、 

村で は 別に 誰も 騒ぐ ものがない。 それで、 修験者 は 扉 



さあ、 伝説が 真実で あったら、 この 村の 頭の 上に 大 

悪魔が 手 を 出して いる わけであります。 それ を 知って 

いるの は 修験者 一人、 知って 知らな いのはお 豊 一人 I 

I 修験者 は 天地が 八つ裂きに なろうと も 自分から こう 

と は 言い出さぬ。 いまや 竜神 村の 安否 はお 豊の ロー つ 

にか かってい る はずな のに、 そのお 豊は 怖ろ しい 言い 

伝えの 前に は 無智で ある だけに、 それだけに 大胆で あ 

リ ました。 「清 姫の 帯」 は 念頭に なく、 ただ 人相 書が 気 

になって 眠れない ので ありました。 



「その 清 姫様の 帯が、 どうしたので ございます」 

六 助 は 話し好きです。 今日は 人足に 駆り立てられて 

半日 をつ ぶし、 ェェ あとの 半日 もつ ぶして しまえと、 

ここで 無駄話 をして いる くら いです から、 お 豊から 

いんねん 

因縁 を 問われて みれば 渡りに 舟で、 

「それ は、 こういう わけなんで ございま すよ」 

きせる 

六 助 は 煙管の 皿 を 掃除に かかった。 

「ようご ざいます か、 お 内儀さん …… お前さん は 

ごうしゅう うま 

江 州 生れと かおつ しゃった な。 江 州 女の こと は 存じ 

ません が、 この 紀 州の 女と いう もの は、 なかなか その、 

しゅうねん 

執念 の 強い もので) J ざ い ますよ」 



いう わけで は ございま せんよ」 

「そうでしょう とも、 そういち いち 鬼に なつたり 蛇に 

なったり されて はた まりません ね」 

「そうと も、 そうと も、 みんな 男の 出様 次第なん だよ 

つまり、 そのく らい 執念が 強いの だから、 可愛がられ 

ると、 また 無茶苦茶に 可愛がられる」 

「それ も危の う) J ざ い ますね 」 

「ナ 二、 この 危ない 方 は、 ずいぶん 危なくな つても よ 

ろしい ので ございます」 

「ハ ハ、 わしら も そんな 危ない 目に 遭って みたい」 

聞いて いた もの は 一度に 笑い出し たが、 六 助 だけ は 



すごくな つ てく る。 

「六 助さん、 まあ、 そんな 怖い 話 はよ して、 今の 帯の 

、 o 

謂れ を 聞かして 下さいな」 

ぉ豊 は、 言葉 を はさんで、 和歌 山の 大家の 娘が 入水 

したと いう 怪談 を 打消そうと したので した。 

「なるほど、 では そのお 嬢 様の 幽霊話 は あとに して、 

清 姫様の 帯 の^れ 因縁から 説き明かす ことに 致し ま 

しょう」 

ようやく 話 は 本 問題に 入る ので ある。 

むろ ごお リ まさご きょつ ぐ しょうじ 

「まず —— 紀州 牟婁郡 真砂の 里に 清 次の 庄司 という 方 

おぼしめ 

がお ありな すった と 思 召せ」 



「なるほど」 

ひょうし かご や 

六 助の 物語に 拍子 を 入れる の は、 例の 駕 丁の 松で あ 

リ ま ^9 

「その 庄 司のお 嬢 様 を 清 姫と いう —— 一 説に はお 嬢 様 

きれい ご け 

ではない、 まだ 水々 しい 若い 綺麗な 後家さん であった 

とも 申します」 

「お 嬢 様と 後家さん では 少し 違う」 

にんのう だいご み よ 

「なにしろ、 人皇 第 六十 代 醍醐 天皇 様の 御世の 出来事 

だから、 人別のと ころに 少しの 狂い は あるか も 知れな 

いけれ ども、 どっちに しても 綺麗な 女の 方に 間違い は 

くらま でら やまぶし あんちん 

ない。 さて ここに、 鞍馬 寺の 山伏で 安珍と いうの が 



あった」 

「安珍 —— 清 姫」 

「その 安珍が また、 山伏の くせにば かに 好い 男な の だ、 

そうして 熊 野 参 ^ の 道す がら、 清 姫様のと ころで 一 夜 

の 宿 を 借りた と 思いなさい」 

「それが 間違いの もと だ」 

「清 姫様が、 スッ カリ この 安珍 殿に 打 込んで しまいな 

すった。 さあ、 そこが 紀州 女の 執念で、 食いつ いたら 

放す ことじ やない」 

「やれやれ」 

「ところが、 その 安珍 殿と いうの が、 この 上な しの 



やぼ いっこう 

野暮で、 一 向お 感じがない、 感じない わけで も ある ま 

いが、 そこ は 信心 堅固の 山伏 だ、 仏法の 手前が あるか 

ら 逃げる、 姫様 は 離れない、 寝る から 起きる まで、 

食 付き 通しで 離れない」 

「それ は 大変 だ」 

「そこで、 安珍 殿 も 弱りき つて、 ぜひな く、 清 姫様 を 

さと くまの ごんげん 

諭して 言う ことに は、 わし はこれ から 熊 野 権現へ 行く 

身 だから 穢れて はならぬ、 その代り 帰りに は、 きっと 

力な ひ 力ず 

お前の 望み を 叶えて 上げる から、 日数 を 数えて 待って 

いて 下さいと」 

「なるほど I 



れ では、 お前の 拝む の を 傍で 見て いよう。 さ、 手 をお 

出し、 手 を 引いて この 石段 を 上らせて 上げよう」 

金蔵 は 手 をと つて、 ぉ豊を 引き上げて やろうと する 

のです。 

「ようご ざいます よ、 わたし は 一 人で 参詣 をして 参り 

ます、 人に 助けて もらって は 信心に なり ませぬ」 

「それ もそう だ。 それで は、 わし はこ こで 待って いよ 

う。 早く、 いや、 ゆっくり でもよ い、 お前の 思い通り 

信心 をして くるが よい、 夜明けまで でも、 わし はこ こ 

で 待って いる」 

ぶヒ のま. リ 

金蔵 は、 旗幟 を 立てる 大きな 石の 柱の 下にう ずく 



まって、 振 分けの 荷物 を 膝の 上に 取 下ろし、 お 豊の面 

を さも 嬉しそうに 見て います。 

「そんなら、 待って いて 下さい、 御 参詣 をして 参り ま 

す」 

ぉ豊は 石段 を カタ カタと 踏んで 竜神の 社へ のぼり 行 

く。 金蔵 は 我 を 忘れて 見上げ 見恍れ ていました。 

なんだ リ ゆうおう ま つ 

竜神の 社に は八大 竜王のう ち、 難陀 竜王が 祀 つて あ 

リ ま ^u/ 

こんな 山奥に 竜神 を祀る ことが、 奇妙と いえば 奇妙 

である 今 を 去る こと 幾 百年の 昔、 この 地に 竜神 

いずみの かみ 

和 泉 守と いう 豪族が 住んで いた。 その 屋敷 跡 は、 今 も 



あると いう ことであります。 

竜神の 姓 は その 人 以前から あった もの か、 その 人が 

来て、 竜神の 社の 名に よって その 姓 をつ けた もの か、 

その 辺 は ハツ キリし ません。 ハツ キリ しないと ころに 

竜神の 秘密が いろいろと 附け 加えられました。 

八大 竜王の 八と いう 数が、 ちょうど この 竜神 村の 字 

ゆもと 

の 数と 同じ ことになる、 そうして、 この 湯 本の 竜王 社 

に は 王の 中の 王た る難陀 竜王 を祀 つて ある、 野 垣^:、 

とのが い いおはら こうすい 

湯の 野、 大熊、 殿 垣 内、 小 森、 五 百 原、 高 水の 七 所に、 

そうばち らリ ゆうおう ひそ 

あとの 僧鉢羅 竜王まで がー つず つ 潜んで いると いう こ 

とで ありました。 



引いて、 よく 聞いて おいた こと —— 懺悔す る 前に は、 

水垢離の 必要が ある、 護摩 壇へ 行く 前に は、 御 禊の 池 

をお とずれ ねばならぬ。 

ぉ豊 は、 その 通りに ここまで 来て みると、 もうかな 

リ 勇気が 出て、 注 連 を 張った 木に 手 をお いて、 中 をの 

あ-こ J 

ぞぎ 込んで は 四辺 を 見廻して みました。 

人に 見られて はいけ ぬ、 人に 見せるべき もので はな 

い —— しかし、 そんな 心配 はてんで 無用、 ここへ は 決 

して 人が 来ない ので ある。 

ぉ豊は 滝の 傍へ 進んで、 かの 水が 日 高 川へ 逃げて 行 

ほこら 

く 弁財天の 小さな 祠へ 来て、 その 前で 手 を 合せた。 



白衣の 人 は、 ほとんど 聞えぬ くらいの 小さな 声で 

眩 きました。 

してみ ると、 今 ま でお 豊が ここにいた- J と は 気が つ 

かなかった ので、 ぉ豊が 狼狽て て 着物 をと りかかろう 

としたから、 はじめて 人の ここにい る こと を 感づいた 

らしい のです。 

「誰かい る —— 」 

と 小 首をかしげた 上で、 ぉ豊の 方に 向き 直って 眼 をつ 

ける かと 思う と、 そうでな く、 白衣の 人 は、 そのまま 

杖で 地面 を 叩き、 極めて 徐 かに 大師 堂の 方へ 小道 を 

迪 つて 行きます。 



「あの、 あなた 様 は …… 」 

ぉ豊 は、 白衣の 人の 突いた 杖に すがる ほどに 近寄つ 

て、 下から 笠の 中 を のぞき 込む くらいに 見ました が、 

ごま だん 

「 護摩 壇 の 修験者 様 では ござり ませぬ か」 

吉田 とも 竜太郎 ともたず ねて みなかった の は、 もう 

一 べん、 声音 を 聞いて みたかった からです。 

「いいや、 修験者で はない」 

もう 充分で ある、 修験者で なくても よい、 誰で なく 

て も、 その 声の 持主で あれば よいので ある。 

「それで は、 あの 吉田様 …… 」 

r 吉 田？」 



かぶ つ ていた 笠が こころもち 揺ぎ ます。 

「竜 太郎様 —— 」 

「竜 太 郎？」 

「あの 三輪の 植田丹 後 守 様に おいでになった —— 」 

「三輪の 植田丹 後 守？」 

「間違い は ござんすまい」 

た ±J と す 力 

ぉ豊 は、 その 白衣の 抉に 鎚 らんば かりに 取 付いた 

のでした が、 白衣の 人 は 動かず。 

「違う、 拙者 は吉田 竜太郎 とやら、 そんな 人 は 知らぬ」 

「まあ、 知らぬ とおつ しゃいます か 」 

とりつ きば 

疑うべからざる もの を 疑う、 ぉ豊 は、 しばし 取 付 端 



に 迷いました。 

「そなた は 女子の ようじ やが、 誰 じ や、 どなたで ござ 

る」 

「お忘れに なりました か、 豊 でございます。 三輪の 薬 

屋 にお りました …… 」 

「豊 …… ぉ豊 …… 」 

白衣の 人の 姿勢 は y J の 時く ずれた。 

「うむ、 その 声に 違い はない ようじ や、 珍ら しいと こ 

ろで 会った」 

「ああ、 左様で ござんし たか」 

あしもと 

ぉ豊 は、 その 人に すがりつ くように 身 を その 足 許に 



r 紀 州のお 役人 や、 藤 堂 様のお 侍な どが、 毎日、 あな 

た 様 をたず ねて おります る」 

「それ 故、 あぶない と 申す のじ や」 

竜 之 助 はまた 杖 を 取り直します。 

「まあ、 待って 下さい」 

お 豊は竜 之 助の 行 手に ふさがる ようにして、 

「それに、 あの、 あなた 様 を 兄の 仇 じ やと 申して 覘っ 

ている お 方が あります る」 

「兄の 仇？ そんな こと は …… 」 

なんと 言っても 動かない 声で、 ふ つ つりと 言い切つ 

て、 行こうと する 方へ 歩み 出す の を、 ぉ豊 は、 その 杖 



ちの はず じ や」 

「ええ 」 

お 豊は竜 之 助の 前へ その 事情 を 自白しょう とすると 

ころでした。 それ を どうして 竜 之 助が 知っていた のか、 

せん か 

先 を 打 たれて 驚き 且つ 狼狽し ました。 

「それ は 余儀ない 事情で ございます …… 」 

「余儀ない 事情？」 

「あなた は、 あなたに は、 わたしの 心が わかり ませぬ 

…：- J 

「わからぬ」 

「どうぞ、 下にいて、 ここへ おかけな すって、 わたし 



の 苦しい 事情 をお 聞き 下さい まし」 

ぉ豊は 手近の 岩の 上 を 払って、 竜 之 助の 手 をと つて 

そこへ 腰 を かけさせて、 

「竜 之 助 様、 おっしゃる 通り、 わたし はい ま 亭主 持ち 

でございます …… この 温泉宿の 金蔵と いうの が、 わた 

しの 夫で ございます …… その 金蔵と いうの は、 西 峠の 

原で、 わたしたちに 鉄砲 を 打ち掛けた 悪者で ございま 

す、 その 悪者の ために、 わたし は 自由にされ ている の 

く や 

で 一 ，- ざいます 口惜し ゆう ございます。 それ は みん 

な、 伯父の ためや、 植田 様の ためで ございます。 わた 

しが 自由になら なければ、 あの 乱暴者 は 伯父 様 ゃ植田 



るまい と 田 やつ」 

「いや、 それが この 土地の 習いで。 強って あなた 様が 

おぼしめ 

あれへ お越しに なりたい と 思 召すなら、 これから 少し 

みそぎ 

参ります ると、 御 禊の 滝と いうの がご ざいます、 その 

滝壺で 水垢離 をお とりに なって、 その後で なければ あ 

れ へ 参れぬ ことにな つ ており まする」 

「水垢離 をと つた 上で？」 

兵馬 は 小首 を 傾けて、 

「それほど までにして 信心に も 及ぶまい」 

彼 は、 その 護摩堂へ 行く こと を 思い 止った ものら し 

ヽ o 

レ 



よう だから、 やめに して 帰って来た」 

「ナ 二、 人が いた？ 滝に 人が いたか」 

「うむ、 一人の 女が 滝 を 浴びて いた」 

「女が？ 滝 を？」 

修験者 は 言葉 をき つ て、 何やら 考えて いるよう です _ 

「修験者 殿、 雨が 降って 来たよう じ やな」 

「左様、 雨 じ や」 

「なんとなく、 木の葉 も 騒ぐ よう だ、 風 も 出て 来たと 

見 ゆる わ」 

「おお、 風 も 出て 来た」 

しばらく 静かであって、 室外 は ポッリ ポッリ と 雨の 



めと 泣いて いるの を、 竜 之 助 は 傍に 寄って、 その 頭 を 

撫でながら、 

「泣く でない、 お前 はよ い 子 じ や」 

竜 之 助の 眼 は ハツ キリと この 子供 を 見る ことができ 

るの を、 自分ながら 不思議に 堪えないで、 

「もう、 日 も 暮れる。 さ、 わしが 送って 行って 上げる 

お前の 家 は ど こじゃ」 

「坊に は 家がない …… 」 

子供 はしゃく り 上げて 言 う 。 

「家がない？ では、 お父さん は どこに いる、 父親 は 

…：- J 



抱き上げた 子 を、 ゆすぶって、 与 八と 言われた 男 は、 

竜 之 助の 方へ、 そのなん とも 言えない 慈愛の 面 を 向け 

て、 あちらへ 行って しまおう とする から、 

「与 八 —— 」 

竜 之 助 は、 あわただしく 呼びと めて みました。 

「与 八 —— 待って くれ」 

M 力 力な レ 

「与 八 —— 郁太郎」 

こうみょう 

声の 限りに 呼ぶ と、 二人の 姿 は 見えず して、 光明の 

雲が、 あたり いっぱいに かがやく。 

「与 八 —— 郁太郎」 



金蔵 は 上り かけた 足 を 石段から 引いて、 

「それで は、 帰って みましょう」 

もと 来た 方へ 引返して 大急ぎで 龃 けて 行きます。 

兵馬 は、 その あわただし さに 笑い を 禁じ 得なかった 

が、 そんな こと は 別に 兵馬の 気に かかる ことで はない、 

気に かかる の は あの 護摩 壇 の - J とだ —— 堂の 傍 へ 近寄 

ると、 中から 修験者の 声で、 

「何者 だ！」 

し しゅほう 

と 呼ばれた が、 強いて 土地の人が 神聖と 立てる 修法 を 

妨げる の もよ くないと、 帰って は 来たが、 なんとなく 

あの 護摩 壇に 心が 残る よう だ。 よし、 改めて 修験者に 



金蔵の 眼 は、 みるみる 火の ように 燃えて ゆきます。 

金蔵 は 英雄で も 偉人で もない けれど 執念深い II 執 

念のために は 命 を 投げ出して 悔いない 男で ある。 思い 

込む と 蛇の ように 執拗くなる 男であります。 飛んでも 

うら まと 

ない、 人 もあろう に 宇津木 兵馬 は、 この 男の 怨みの 的 

となって しまいました。 ぉ豊と 兵馬と は 金蔵の 留守の 

間に 不義 をした —— と 思い込んで しまった 金蔵の 怨み 

は、 もう、 誰が なんと 言っても 解けません。 

「覚えて や がれ！」 

ふたつき まにんげん かたぎ 

この 二月 ほど 真人間に 返って、 驚く ほど 堅気に なり、 

真黒くな つて 家業に 精 を 出し、 和歌 山へ 行った の も 宿 



屋の 実地 調べで、 これから ますます 家業へ 身 を 入れよ 

うとした 金蔵の 心が、 またも がらり と 変って、 もとの 

無頼漢になる のです。 

兵馬が 旅日記 を 書き終って、 いま 寝ようと すると こ 

ろへ、 金蔵が やって来ました。 

「御免下さい」 

言葉が 荒つ ぼく、 眼の 色が 血走って 立 居が 穏やかで 

ない。 

「これ は、 どなた じ や」 

「へえ、 金蔵と 申しまして、 ここの 亭主で ございます- 



抜いた。 それでもって、 支える 奴 を 縦横無尽に 斬り 立 

てた。 

父親の 金 六 も 手 を 負わされた、 母のお 民 も 斬られた。 

それから、 台所に 飛んで 出て、 火 を 焚いて いたお さ 

ん どん を 蹴飛ばして、 その 火 を 取って 投げ 散らした I 

I その 火 は 障子に つ いて めら めら と 燃え 上る。 

血に 染んだ 脇差 を 振り 廻して 表へ 飛んで 出た。 

たち ま 

忽 ちの 間に 湯元 村 を ひ つ くり 返す ほどの 騒ぎと 

なった。 

金蔵が 血 刀 を 引つ かぶって 通りへ 飛び出して、 

「お 豊、 兵馬」 



ふびん 

る 果て を 不憫と 思い やった からと いうので もない、 そ 

きりくち あざ や 

の 斬 口の 鮮 かさ！ 心得 ある 人より 見れば、 斬 口で 

その 斬った 人の 手腕が わかる、 否、 手腕の みで はない、 

それが 何 流の 剣道に 出で て どの 程度まで 行った 人 だと 

いう こと も わかる はず。 

右の 肩から 真直ぐ に、 それ は 力任せに やった ので も 

何でもない —— 冷笑し きって 軽く 一 振り、 曳 とも 言わ 

ず 一 一 つに 切って 落すべき もの を 落さずに、 いくらか 残 

してお いて 刀 を 鞘に 入れた が、 おそらく 血 は 刀に 附く 

いとま 

遑 がなかった ろう 切る と 一 緒に 高い ところから 

けお と きず 

足で 蹴落して (その 証拠に は、 かすり 疵 がいくつ も あ 



る)、 下へ 転がって 行く 屍体の 音 を 聞きながら、 蚊 をつ 

ぶした ほどに も 思って はいなかった —— 兵馬の 眼に は、 

おもかげ 

斬った 人の 面影が ありあり と 浮ぶ。 

十二 

きた 

眼の 前に あっても、 時が 来らねば 会えません。 竜 之 

助と 兵馬と は、 山城、 大和、 伊賀、 紀 伊の 四 力 国 を、 

ゆ もど 

あとに なり、 先にな つて、 往 きつ 戻りつ しました けれ 

ど、 とうとう その いずれで も 会う ことができな いので 

す。 竜 之 助 は敢て 兵馬 を 怖れて 逃げ隠れて いるので は 
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